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小
学
校
外
国
語
活
動
の
目
標

　

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
つ

い
て
体
験
的
に
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る

態
度
の
育
成
を
図
り
、
外
国
語
の
音
声
や

基
本
的
な
表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養

う
。

（
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
よ
り
）

　

学
級
の
子
ど
も
た
ち
と
学
級
担
任
、
Ａ

Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
を
交
え
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
あ
い
さ
つ
か
ら
、
外
国
語

（
英
語
）
活
動
の
時
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
学
習
は
、「
世
界
の
あ
い
さ
つ
を

知
ろ
う
」
友
だ
ち
と
あ
い
さ
つ
を
し
、
作

成
し
た
名
刺
を
交
換
す
る
活
動
で
す
。
ま

ず
は
、
担
任
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
学
ん
で
、
担
任
や
A
E
T
と
と
も
に
練

習
を
繰
り
返
し
ま
す
。
そ
の
後
、
子
ど
も

た
ち
は
、
教
室
を
自
由
に
移
動
し
な
が
ら
、

相
手
を
見
つ
け
る
と
、
お
互
い
に
顔
を
見

合
わ
せ
、
し
っ
か
り
握
手
を
し
、「
こ
ん
に

ち
は
」「
ハ
ロ
ー
」
と
い
ろ
い
ろ
な
国
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
名

刺
の
交
換
を
し
ま
す
。

 

　

ほ
か
の
国
の
文
化
に
触
れ
、
英
語
の
基

本
的
な
表
現
に
慣
れ
る
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
友
だ
ち
と
握
手
を
し
、
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
英

語
を
通
し
て
、
学
級
の
人
間
関
係
が
豊
か

に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

素
地
を
育
て
る
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

英
語
の
指
導
に
、
初
め
て
取
り
組
む
小

学
校
の
教
員
が
、
慣
れ
な
い
英
語
を
使
っ

て
指
導
案
を
作
成
し
、
教
室
英
語
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
授
業
を
作
り
、
全
力
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
の
5
年
生
の
授
業
か
ら

小
学
校
で
外
国
語
活
動

（始まりのあいさつ　こんにちは。…） 
 "Hello, everyone." "Hello, Mr.(Ms.) ～ " 
"How are you?" "I'm fine(happy/hungry/sleepy), 
 thank you. And you?" 
（今日の活動　お会いできてうれしいです。…） 
"Nice to meet you."  "Nice to meet you, too." 
"ニーハオ" "アンニョンハセヨ"  "ナマステ"  "ジャンボ." 
　　　　（名刺を交換しながら　どうぞ。ありがとう。） 
"Here you are." " Thank you." 
（終わりのあいさつ　さようなら。…） 
"Good-bye. See you."  "Good-bye.See you."

英
語
ノ
ー
ト
１
　
L
e
s
s
o
n
１ 

■学校教育課（℡　２４‐７０４０）

昭和小学校の公開授業から

　
「
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
が
、
平
成　

年
３
月　

日
に
公
示
さ
れ
ま
し

２０

２８

た
。
幼
稚
園
で
は
本
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
は
平
成　

年
度
、
中
学
校
は
平
成　

年
度
か

２３

２４

ら
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
理
念
に
お
い
た
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
従
っ
て
、

学
校
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
年
度
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
段
階
的
に
教
育
課
程
を

編
成
し
、
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
聞
報
道
な
ど
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
変
更
点
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
小
学
校
で
国
語
や
算
数
な
ど
の
教
科
と
は
別
に
、
５
・
６
年
生
に
「
外
国
語
活
動
」

が
新
設
さ
れ
、
文
部
科
学
省
発
行
の
「
英
語
ノ
ー
ト
」
を
使
っ
て
先
行
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
４
月
か
ら
全
小
学
校
で
外
国
語
活
動
（
英
語
活
動
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
名
し
交
か
ん
が
で
き
た
の
で
、う
れ

し
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
仲
よ
く

し
た
い
」 

　
　
　
　
「
い
ろ
ん
な
国
が
あ
り
、い
ろ 

ん
な
国
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
よ
か
っ 

た
で
す
」  

〜
児
童
の
感
想
か
ら
〜 
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特集　小学校で「外国語活動」が始まりました

Ａ
Ｅ
Ｔ（
英
語
指
導
助
手
）の
増
員

　

小
学
校
の
外
国
語
活
動
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
本
年
度
か
ら
、
本
市
雇
用
の
Ａ
Ｅ

Ｔ
を
１
人
増
員
し
、
合
計
６
人
で
小
中
学

校
の
外
国
語
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
委
員
会

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
小
学
校　

校
２７

の
代
表
教
員
各
１
人
と
、
小
中
連
携
担
当

の
中
学
校
英
語
教
員
５
人
、
国
の
研
究
指

定
校
で
あ
る
昭
和
小
学
校
教
員
１
人
の
研

究
協
力
員
が
、
小
学
校
外
国
語
活
動
の
実

施
に
伴
う
必
要
な
研
修
や
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
中
学
校
英
語
教
育
と
の
つ

な
ぎ
に
つ
い
て
も
研
究
を
す
る
計
画
に
し

て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
研
究
指
定
事
業

▼
昭
和
小
学
校

　

外
国
語
活
動
に
お
け
る
教
材
の
効
果
的

な
活
用
お
よ
び
評
価
の
在
り
方
に
関
す
る

実
践
研
究
事
業（
平
成　

・　

年
度
）

２１

２２

　

平
成　

年
度
か
ら
英
語
活
動
の
研
究
に

１８

取
り
組
み
、
昨
年
度
は
文
部
科
学
省
と
府

教
育
委
員
会
、
市
の
指
定
研
究
に
よ
り
成

果
を
発
信
し
ま
し
た
。
府
に
お
け
る
外
国

語
活
動
の
拠
点
校
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

▼
六
人
部
ブ
ロ
ッ
ク（
上
六
人
部
小
学
校
・

中
六
人
部
小
学
校
・
下
六
人
部
小
学
校
・

六
人
部
中
学
校
）

　

英
語
教
育
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
事

業（
平
成　

・　

・　

年
度
）

２１

２２

２３

　

本
年
度
か
ら
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
英
語
活
動
を
実
施
し
、「
外
国
語

活
動
の
適
切
な
開
始
年
齢
・
授
業
時
数
の

あ
り
方
・
中
学
校
と
の
円
滑
な
つ
な
ぎ
」

な
ど
の
先
進
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校

外
国
語（
教
科
）の
目
標

　

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育

成
を
図
り
、
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
・
読

む
こ
と
・
書
く
こ
と
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
。

（
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
よ
り
）

本
市
で
は

外国語活動の１コマ（ＡＥＴとともに）

中
旬
に
街
な
か
を
ひ
と
り

歩
き
。

　

皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活

を
肌
で
感
じ
よ
う
と
勤
務

後
、市
内
の
各
所
を
訪
れ

た
。

　

あ
る
商
店
街
で「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
使
わ
れ

て
い
ま
す
か
」と
問
い
か

け
る
と
、「
ぼ
ち
ぼ
ち
」と

の
返
事
。こ
れ
か
ら
期
待

す
る
ば
か
り
。

　

日（
火
）夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

１６
　
「
市
長
の
何
で
も
相
談
」で
農
業
振
興
、

介
護
福
祉
な
ど
相
談
を
受
け
た
。法
令

や
財
政
面
で
制
約
は
あ
る
が
、で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　

日（
火
）岡
ノ
二
集
会
所

２３
　
「
ま
ち
か
ど
懇
話
会
」で
、町
内
独
自

の
活
動
を
聞
い
た
。電
話
帳
や
瓦
版
の

発
行
な
ど

「
自
分
た
ち

の
地
域
は
、

自
分
た
ち

で
守
り
育

て
て
い
く
」

取
り
組
み

は
素
晴
ら

し
い
。
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空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　

農
山
村
地
域
の
空
き
家
な
ど
を
、
賃
貸

お
よ
び
売
却
を
希
望
す
る
所
有
者
が
物
件

情
報
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、

利
用
を
希
望
す
る
人
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

空
き
家
な
ど
の
登
録
で
き
る
地
域

▼
市
内
の
農
山
村
地
域

※
市
街
化
区
域
お
よ
び
大
江
町
河
守
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
を
除
く
地
域

登
録
で
き
る
情
報

▼
空
き
家

※
倉
庫
、
蔵
な
ど
の
付
属
物
も
一
緒
に
登

録
で
き
ま
す
。

▼
住
宅
が
建
築
可
能
な
空
き
地

※
登
記
地
目
が
宅
地
、
雑
種
地
で
市
街
化

調
整
区
域
外
の
土
地

空
き
家
な
ど
の
所
有
者

　

農
山
村
地
域
で
空
き
家
な
ど
を
所
有
し
、

賃
貸
・
売
買
を
希
望
の
人
は
、
所
有
者
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
し
て
も
、
空

き
家
な
ど
の
利
用
や
処
分
は
自
由
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
な
ど
の
利
用
希
望
者

　

空
き
家
な
ど
の
所
在
地
や
外
観
写
真
な

ど
の
情
報
は
、
農
林
管
理
課
ま
た
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
情
報
）
で
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　

く
わ
し
い
情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
人

は
、
利
用
希
望
者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
か
か
わ
り

　

空
き
家
な
ど
に
関
す
る
売
買
、
賃
貸
借

な
ど
の
交
渉
・
契
約
に
は
、
直
接
か
か
わ

り
ま
せ
ん
。

制
度
有
効
利
用
の
た
め
に

　

空
き
家
バ
ン
ク
が
有
効
に
機
能
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
空
き
家
な
ど
の
情
報
を
多

く
集
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

空
き
家
の
状
態
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

物
件
に
か
か
わ
る
情
報
の
登
録
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
定
期
監
査
は
、
市
の

２０

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
観
点
か
ら

実
施
し
ま
し
た
。

●
文
書
な
ど
の
事
務
管
理
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

●
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
は
な
い

か
。

●
予
算
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

●
計
数
に
違
算
は
な
い
か
。

●
競
争
原
理
と
公
正
・
公
平
性
を
保
っ

た
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、

財
産
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

　

結
果
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
が
、
次

「
農
山
村
地
域
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
」運
用
開
始

　

農
山
村
地
域
へ
の
定
住
促
進
と
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

定
住
ま
た
は
定
期
的
に
滞
在
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
に
、
空
き
家
・
空
き
地
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

■
農
林
管
理
課（
℡　

‐
７
０
４
１
）

２４

利
用
希
望
者 

農山村地域 

空き家情報 

バンク 

①②を登録 

空
き
家
な
ど
所
有
者 

福知山市 
②空き家など利用 
　希望者登録申請 

①空き家など 
　登録申請 

⑤連絡 

③情報提供 

④購入・賃貸希望 

当事者で現地確認の後、交渉・契約 

平成２０年度

定期監査結果（要旨）

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・
＊・＊・＊

・＊・
＊・

＊・
＊・＊
・＊・＊・＊

・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・

おおむね適正に執行 
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警
戒
・
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

市
で
は
、
暴
走
族
を
な
く
す
た
め
、
家

庭
、学
校
、地
域
や
関
係
機
関
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
「
暴
走
族
を
許
さ
な
い
社
会
環
境

づ
く
り
会
議
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
暴
走
行
為
の
危
険
性
や
、
迷
惑

行
為
な
ど
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
暴
走
を
さ
せ
な
い
対

策
な
ど
に
取
り
組
み
、
暴
走
族
追
放
の
気

運
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
七
夕
暴
走
」
や
「
パ
ニ
ッ
ク
暴

走
（
８
月　

日
）」
と
い
っ
た
特
定
暴
走
日

２９

に
は
、
暴
走
が
予
想
さ
れ
る
場
所
で
警
戒

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
暴
走
族
の
特
徴

▼
グ
ル
ー
プ
の
小
規
模
化
が
定
着

　
　

人
前
後
の
グ
ル
ー
プ
が
主
体
で
す
。

１０

▼
目
的
も
な
く
行
う
暴
走
が
増
加

　

土
曜
日
、
日
曜
日
を
中
心
に
、
深
夜
か

ら
早
朝
に
か
け
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
に
少
年
ら
が
集
ま
り
、
数
台
の

バ
イ
ク
で
目
的
も
な
く
行
う
暴
走
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

▼
私
服
で
の
暴
走
が
多
い

　

私
服
に
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
面
を
し
た
ス

タ
イ
ル
で
の
暴
走
が
大
半
で
す
。

▼
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
の
暴
走
が
多
い

　

グ
ル
ー
プ
員
同
士
、
グ
ル
ー
プ
間
で
携

帯
電
話
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
分
散
、
合

流
を
繰
り
返
し
て
暴
走
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
ら
１
１
０
番
通
報
し
て
パ
ト

カ
ー
を
呼
び
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

み
ん
な
の
力
を
あ
わ
せ
て
暴
走
族
を
追
放

し
よ
う

　

暴
走
族
追
放
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学

校
、
職
場
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

▼
週
末
に
な
る
と
、
携
帯
電
話
で
友
だ
ち

と 
頻  
繁 
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

ひ
ん 
ぱ
ん

▼
週
末
は
無
断
外
泊
を
す
る
。

▼
自
宅
近
く
で
、
改
造
さ
れ
た
単
車
や
乗

用
車
を
よ
く
見
か
け
る
。
ま
た
、
若
者
が

集
ま
っ
て
騒
い
で
い
る
。

▼
車
の
不
正
改
造
や
派
手
な
装
飾
品
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
つ
け
て
い
る
。

▼
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
折
り
曲
げ
た
り
、

取
り
外
し
た
り
し
て
番
号
が
見
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

次
の
相
談
窓
口
で
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

暴
走
族
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

も
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
福
知
山
警
察
署
交
通
課
（
暴
走
族
担

当
）・
生
活
安
全
課
少
年
係

（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

■
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
部
セ
ン

タ
ー
（
福
知
山
警
察
署
内　

℡　

‐
０
１

２２

１
０
）

■
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
（
京
都
府
警
察
本

部　

℡
０
７
５
‐
８
４
１
‐
７
５
０
０
）

の
事
項
に
つ
い
て
、
適
正
化
に
努
め
る

よ
う
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

▼
決
裁
文
書
で
、
決
裁
年
月
日
、
文
書

番
号
な
ど
必
要
事
項
の
記
載
の
な
い
も

の
や
、
決
裁
区
分
の
誤
っ
て
い
る
も
の

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
契
約
書
の
様
式
が
誤
っ
て
い
る
も
の

や
、
契
約
書
な
ど
で
提
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
積
書
の
徴
取
で
は
、
適
正

を
欠
く
も
の
が
一
部
あ
り
ま
し
た
。

▼
使
用
料
な
ど
の
額
の
算
定
の
誤
っ
て

い
る
も
の
や
、
納
付
期
限
の
誤
っ
て
い

る
も
の
な
ど
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

▼
財
産
の
管
理
は
、
台
帳
の
整
備
、
現

況
管
理
が
十
分
で
き
て
い
な
い
も
の
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ

ら
に
事
務
処
理
を
的
確
に
す
る
と
と
も

に
、
研
修
な
ど
を
通
じ
職
員
の
法
令
遵

守
の
意
識
と
資
質
の
向
上
に
努
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

監
査
結
果
報
告
書
は
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
市
政
情
報
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
監
査
委
員
事
務
局（

℡　

‐
７
０
７
４
）

２４

暴
走
族
の
い
な
い
社
会
の
実
現
を 

　

暴
走
族
の
爆
音
や
暴
走
は
、私
た
ち
の
平
穏
な
生
活
や
安
眠
を
妨
害
す
る
だ
け
で

な
く
、一
般
の
通
行
車
両
や
歩
行
者
に
多
大
な
危
険
や
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

暴
走
族
が
い
な
い
社
会
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
地
域
や
家
庭
、
行
政
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
「
暴
走
は　

し
な
い　

さ
せ
な
い　

見
に
行
か
な
い
」
の
三
な

い
運
動
を
実
践
し
、
暴
走
族
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　京都短期大
学食育ボラン
ティアは、６月
１０日に第１回勉

強会を卒業生や施設で働く人を対象に行
いました。
　テーマは ｢ 嚥  下 食 ｣。病気や加齢などが

えん げ

原因で、飲食物のそしゃくや飲み込みが困
難になる 嚥  下 障害の人のための食事です。

えん げ

　調理実習では、風味や色を変えず、食べ
やすいようにゼリー状にする実習をしまし
た。また、食べたいと思わせる、盛り付けの
工夫などを学びました。

　下夜久野保育園では、６月９日に交通指導
員を迎えて、交通安全教室を行いました。
　交通安全の体操、紙芝居を見た後は、み
んなで実践訓練。
　信号が青色になっても、「とまって・右・
左・右・キョロ・キョロ・渡ります」など、何度
も何度も練習しました。最後に、交通指導
員と「飛び出しは、ゼッタイしません」と約
束しました。ずっと守ろうね。約束だよ。

ひとつしかない命、大切に

交通安全教室6
9

6
18

　中六人部小学校では、６月の歯の衛生週
間を受け、学校歯科医と歯科衛生士の各先
生を迎えて、歯の大切さと正しい歯みがき
の方法について学習しました。
　子どもたちは、カラーテスターの薬で真っ
赤になった歯を１本１本丁寧にみがき、「白く
きれいになったね」「なかなか白くならない
なあ」といつまでも鏡とにらめっこをしてい
ました。

 嚥  下 食、実はおいしいんです
えん げ

自分の歯　大切に、正しくみがきます

●
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
生
態
●

　

下
村
さ
ん
が
研
究
に
使
っ
た
オ

ワ
ン
ク
ラ
ゲ
は
春
か
ら
夏
に
か
け

て
、
日
本
近
海
に
も
生
息
し
て
い

ま
す
。
最
大　

㌢
程
度
の
大
き
さ

２０

で
、
刺
激
を
受
け
て
縁
が
緑
色
に

光
る
様
子
は
ま
る
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
さ
な

が
ら
で
す
。
人
を
刺
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
他
の
ク
ラ
ゲ
や
小

魚
を
ま
る
飲
み
す
る
そ
う
で
す
。

　

下
村
さ
ん
が
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
を

採
集
し
た
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
イ

デ
ー
ハ
ー
バ
ー
は
、
当
時
地
元
の

人
が
「
海
の
ク
ラ
ゲ
の
上
を
歩
け

る
」
と
案
内
す
る
ほ
ど
オ
ワ
ン
ク

ラ
ゲ
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

し
か
し
Ｇ
Ｆ
Ｐ
発
見
後
、
な
ぜ

か
そ
の
数
は
激
減
し
た
と
い
い
ま

す
。
研
究
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
妙
と
、

多
種
多
様
な
生
物
が
秘
め
る
可
能

性
の
不
思
議
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

ま
す
。

下
村
さ
ん
の

　

コ
コ
が
知
り
た
い
！

 下  村  脩 さん
しも むら おさむ

（提供　長崎大学）

6
10

 
歯  
磨 
き
教
室

は 

み
が

食育ボランティア
第 １ 回勉強会



7 広報ふくちやま　H21（2009）．7．1

募
集
す
る
住
宅

申
込
資
格

▼
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日
に

お
い
て
、
入
居
を
申
し
込
む
人
お

よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
の
う

ち
主
た
る
生
計
者
が
、　

歳
未
満

４５

で
あ
る

▼
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
人

▼
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

人入
居
の
決
定
／
運
営
委
員
会
に
よ

る
選
考
を
経
て
８
月
中
旬
に
決
定
。

入
居
可
能
日
／
９
月
１
日（
火
）

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

※
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票
ま

た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証
明
書

▼
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
納
税
証
明
書

申
込
受
付
／
７
月　

日（
火
）〜　

日

２１

３０

（
木
）午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

■
大
江
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
1
1
0
2
）

５６

　

人
権
の
視
点
に
基
づ
い
た
演
劇

を
公
演
し
ま
す
。
そ
の
公
演
の

キ
ャ
ス
ト（
出
演
者
）・
ス
タ
ッ
フ

（
大
道
具
な
ど
）を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
生
以
上
で
、所
定
の
練
習
・
制

作
お
よ
び
公
演
に
参
加
で
き
る
人
。

※
演
劇
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る
選
考

が
あ
り
ま
す
。

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

募
集
人
員
／
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ

フ
合
わ
せ
て　

人
程
度
。　

３０

練
習
・
制
作
期
間
／　

月
〜
平
成

１０

　

年　

月（
週
１
回
程
度
）

２２

１１

公
演
日（
予
定
）

　

平
成　

年　

月
上
旬

２２

１２

公
開
練
習

　

平
成　

年
３
月
下
旬

２２

と
こ
ろ（
予
定
）

　

市
民
会
館
４
階
ホ
ー
ル
、
夜
久

野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

申
込
方
法
／
８
月　

日（
金
）ま
で

１４

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
ま
た
は
、

は
が
き
な
ど
に
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
演
劇

経
験
の
有
無
、
希
望
理
由
、
特
技
、

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
ど
ち
ら

を
希
望
か
を
明
記
し
、「
ハ
ー
ト
フ

ル
ス
テ
ー
ジ
」
市
民
参
加
型
人
権

劇
公
演
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
人
権
推
進
室
内　

℡　

‐
７
０

２４

２
２
・　
　

‐
６
５
３
７　

メ
ー

２３

ル　

jinken@
city.fukuchiyam

a.
kyoto.jp

）
ま
で
。

※
当
日
消
印
有
効
。

募
集
内
容
／
人
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
る
と
き
、
命
、
そ
し
て
平
和

や
人
権
を
考
え
る
と
き
、
あ
な
た

の
思
い
、
考
え
、
願
い
を
作
品
に

し
て
く
だ
さ
い
。
随
筆
・
詩
・
論

文
・
作
文
な
ど
表
現
は
自
由
。

募
集
規
定
／
論
文
・
作
文
の
場
合

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙　

枚
以

１０

内
。（
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
な
ら
原

稿
用
紙
に
換
算
し
て
く
だ
さ
い
）

※
特
定
の
国
・
団
体
な
ど
を
ひ
ぼ

う
中
傷
し
た
内
容
の
作
品
は
、

審
査
の
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

※
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
資
格
／
小
学
生
以
上

締
め
切
り
／
９
月　

日（
水
）当
日

３０

消
印
・
届
出
有
効

賞▼
一
般
の
部

ハ
ー
ト
フ
ル
ピ
ー
ス
大
賞
（
１
点
・

３
万
円
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ピ
ー
ス
賞
（
１
点
・

１
万
５
０
０
０
円
）

▼
小
中
学
生
の
部

ハ
ー
ト
フ
ル
ピ
ー
ス
賞
（
１
点
・

図
書
カ
ー
ド
１
万
円
分
）

▼
審
査
員
特
別
賞
（
数
点
・
本
市

の
特
産
物
）

そ
の
他

▼
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

▼
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
作
品
は
冊
子
・
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
は
、
平
成　

年　

月

２２

１２

公
演
予
定
の
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ス

テ
ー
ジ
」
市
民
参
加
型
人
権
劇
、

ま
た
は
そ
の
関
連
行
事
に
活
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

一
部
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
／
作
品
の
表
紙
に
、
題

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
持
ち
込
み
、
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
「
ハ
ー
ト
フ

ル
ス
テ
ー
ジ
」
市
民
参
加
型
人
権

劇
公
演
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
人
権
推
進
室
内　

℡　

‐
７
０

２４

２
２
・
メ
ー
ル　

jinken@
city

.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）ま
で
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ピ
ー
ス
賞
Ⅱ
〜
あ

な
た
の
ハ
ー
ト
を
き
か
せ
て
く

だ
さ
い
〜

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
ジ

演
劇
の
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ

大
江
町
定
住
促
進
住
宅

空
き
家
入
居
者
募
集

鬼の里定住促進団地（美鈴新）

敷　金家賃（月額）募集
戸数

１４万１０００円４万７０００円２戸
2LDK　　
ガレージ付き

１１万７０００円３万９０００円１戸
2LDK　　
屋外駐車場

※敷金は家賃の３カ月分です。
※使用期間は５年（更新可能）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】
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と
き
／
８
月
９
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

料
金
／
１
８
０
０
円（
材
料
費
）

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

内
容
／
ワ
イ
ヤ
ー
と
水
ゴ
ケ
で
ウ

サ
ギ
の
形
を
作
り
、
そ
の
中
に
ヘ

デ
ラ
を
植
え
込
み
ま
す
。

申
込
方
法
／
７
月　

日（
木
）か
ら

１６

電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡　
２２

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

　
（
社
）
福
知
山
医
師
会
と
市
教
育

委
員
会
で
は
、
小
児
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
る

児
童
と
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
を
対
象

に
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
初
日
の
保
護
者
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

と
き

　

８
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）

と
こ
ろ
／
大
江
山
酒
呑
童
子
の
里

（
佛
性
寺
）

内
容
／
ぜ
ん
そ
く
体
操
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
魚
つ
か
み
、
ク
ラ

フ
ト
な
ど
。（
変
更
す
る
場
合
有
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
福
知

山
医
師
会
（
℡　

‐
６
０
３
９
）

２３

　

福
知
山
踊
り
の
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
。

と
き
／
８
月　

日（
日
）午
後
６
時

１６

　

分
受
付
、
７
時
開
始

３０と
こ
ろ
／
広
小
路
通
り

対
象
／
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法
／
８
月
５
日（
水
）ま
で

に
福
知
山
商
工
会
議
所
青
年
部
事

務
局
（
℡　

‐
２
１
０
８
）
ま
で
。

２２

と
き
／
７
月　

日（
日
）午
後
１
時

２６

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１
（
内
記
三
丁
目
）

内
容
／
読
み
聞
か
せ
を
交
え
た
楽

し
い
お
は
な
し
会

演
題

　

絵
本
の
世
界
を
楽
し
も
う
！

講
師
／ 
長  
谷  
川  
義  
史 
さ
ん

は 

せ 

が
わ 
よ
し 
ふ
み

（
絵
本
作
家
）

参
加
料
／
無
料

定
員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
幼
児
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
講
演
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
７
月　

日
１９

（
日
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
図
書
館
中
央
館
（
℡　

‐
２２

３
２
２
５
・　
　

‐
７
１
１
８
）

２２

ま
で
。

※
講
演
会
申
込
書
は
、図
書
館（
中

央
館
・
各
分
館
）
に
あ
り
ま
す
。

　

ハ
エ
ト
リ
ソ
ウ
や
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
な
ど
の
食
虫
植
物
を
、
捕
虫
の

仕
方
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
と
と
も

に
展
示
し
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日（
土
）〜
８
月　

１８

３０

日（
日
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

７
月　

日（
日
）午
後
１
時
か
ら

１９

舞
鶴
市
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
る
「
踊
り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典
」

を
皮
切
り
に
、
福
知
山
市
、
舞
鶴

市
、
綾
部
市
の
各
会
場
で　

事
業

１１

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
中
丹
文
化
芸
術
祭
」
は
、
中
丹

地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
を
中
心

に
、
市
や
流
派
の
枠
を
越
え
た
文

化
芸
術
の
祭
典
で
す
。

　

本
市
で
は
、
次
の
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭　

と
き

　

７
月　

日（
日
）午
後
１
時
〜

２６

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

入
場
料
／
無
料

▼
演
劇
講
習
会（
要
事
前
申
込
）

と
き

　

８
月　

日（
日
）午
前　

時
〜

２３

１０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館（

内
記
三
丁
目
）

参
加
料
／
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
３
０
０
円
。

人
形
材
料
費
／
１
０
０
円

　

そ
の
ほ
か
の
事
業
は
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、
各
地
域
公
民

館
に
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

と
き
／
７
月　

日（
日
）

２６

　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

と
こ
ろ
／
新
橋
サ
ン
ダ
ル
公
園
下

新
橋
川
原
特
設
会
場（
芦
渕
）

環
境
美
化
協
力
金
／
２
０
０
円

※
小
学
入
学
前
の
幼
児
は
無
料
。

鮎
の
つ
か
み
取
り　
　
　
　
　
　

時
間
／
午
前　

時　

分
か
ら
と
午

１０

３０

後
１
時　

分
か
ら
の
２
回

３０

対
象
／
小
学
生
以
上

参
加
料
／
１
回
１
０
０
０
円

※
雨
天
や
増
水
な
ど
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
み
わ
鮎
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
℡　

‐
３
０
０
３
）

５８

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

ド
ッ
コ
イ
セ
こ
ど
も
大
会

ウ
サ
ギ
の

ト
ピ
ア
リ
ー
講
習
会

第　

回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

２４
〜
ぜ
ん
そ
く
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ
〜

「
子
ど
も
読
書
の
日
」

記
念
講
演
会

食
虫
植
物
展

第　

回
中
丹
文
化
芸
術
祭

２３

み
わ
鮎
ま
つ
り
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と
き
／
８
月
１
日（
土
）

と
こ
ろ
／
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
前（

中
央
）

内
容
・
時
間

▼
福
知
山
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
コ

ン
サ
ー
ト

　

午
後
６
時
〜
６
時　

分
３０

▼
よ
し
も
と
爆
笑
ラ
イ
ブ

　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

４０

１０

　

出
演　

ク
ロ
ス
バ
ー 
直  
撃 　

ち
ょ
く 
げ
き

　
　
　
　
 
中  
山  
功  
太 

な
か 
や
ま 
こ
う 

た

▼
盆
踊
り
大
会

　

午
後
７
時　

分
〜
７
時　

分

２０

５０

▼
鬼
力
の
灯
火

　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
花
火
大
会

　

午
後
８
時
〜
８
時　

分
４０

■
大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
大
江
支
所
地
域
振

興
係
内　

℡　

‐
１
１
０
２
）

５６

と
き
／　

月　

日（
祝
）

１０

１２

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

※
開
場
は
、午
後
５
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

演
奏
者
／ 
辻  
井  
伸  
行 
さ
ん

つ
じ 

い 

の
ぶ 
ゆ
き

入
場
料

▼
前
売
券　

指
定
席
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

自
由
席
１
０
０
０
円

※
７
月
７
日（
火
）発
売
開
始

■
福
知
山
市
文
化
公
演
自
主
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内　

℡　

‐
７
０
３

２４

３
）

　

「
国
民
年
金
受
給
権
者
所
得
状

況
届（
は
が
き
）」
は
、
提
出
さ
れ

ま
し
た
か
。

　

７
月
中
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
申
請
・
提
出
先
／
住
民
登
録
地

の
市
町
村
の
国
民
年
金
係
窓
口

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　

収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
次
の

各
制
度
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保

険
料
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予

さ
れ
ま
す
。
免
除
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。

免
除
制
度
「
全
額
免
除
」「
一
部
納

付
（
一
部
免
除
）」

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間

　

７
月
〜
平
成　

年
６
月

２２

若
年
者
納
付
猶
予
制
度　
　
　
　

　
　

歳
未
満
で
、
本
人
、
配
偶
者

３０
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間

　

７
月
〜
平
成　

年
６
月

２２

学
生
納
付
特
例
制
度　
　
　
　
　

　

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
期
間
／
平
成　

年
３
月
ま
で
。

２２

※
申
請
の
と
き
に
学
生
証（
コ
ピ 

ー
可
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　

京
都
府
で
は
、
府
が
管
理
す
る

道
路
や
河
川
、
建
物
な
ど
で
、
身

の
回
り
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

改
善
箇
所
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
段
差
解
消
、
舗
装
補
修
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
信
号
機
設
置
、

河
川
の
防
護
柵
設
置
、
施
設
の
段

差
解
消
な
ど
小
規
模
な
修
繕
工
事

が
対
象
で
す
。

　

京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
・
京

都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所
・
福
知

山
警
察
署
へ
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.kyoto.jp/

koubo

‐kouji/

）
か
ら
提
案
で
き

ま
す
。

締
切
／
９
月　

日（
水
）ま
で
。

３０

■
京
都
府
広
域
振
興
局
福
知
山
地

域
総
務
室
（
℡　

‐
３
９
０
１
・

２２

　
　

‐
８
２
４
２
） 

２３

　

訪
問
販
売
で
家
の
工
事
な
ど
の

契
約
を
し
た
後
、「
よ
く
考
え
た
ら

高
い
工
事
だ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
解

約
し
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
頭
を
冷

や
す
）
制
度
と
は
、
訪
問
販
売
な

ど
で
契
約
し
た
場
合
、
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
契
約
を
解

除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
（
マ
ル
チ
商
法
な
ど
は　

日
）

２０

以
内
に
、
販
売
会
社
に
書
面
で
通

知
を
し
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

の
場
合
は
、
同
じ
文
面
で
信
販
会

社
に
も
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引

な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
が

過
ぎ
て
い
て
も
、
解
約
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い

で
市
役
所
や
支
所
の
相
談
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

 
辻  
井  
伸  
行 
さ
ん

つ
じ 

い 

の
ぶ 
ゆ
き

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

第　

回
２１

 
鬼  
力 
の
由
良
川
夏
ま
つ
り

き 
り
ょ
く

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

府
民
公
募
型
安
心
・
安
全

整
備
事
業

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

ご
存
知
で
す
か

参
加
チ
ー
ム
募
集
中

く
わ
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課　
　
　
　
　

申
込
締
切
/
７
月　

日（
祝
）　　
　
　

社
会
体
育
係
（
℡　

‐
７
０
６
９
）ま
で
。　　

２０

２４

第

回
４２全
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
2
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
自
己

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
、
福
祉
医
療
証
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
は
申
請
不
要
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

母 
母
子
家
庭
児
童
と
そ
の
母　
　

対
象
／
母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
扶

養
す
る
満　

歳
に
達
す
る
日
以
後

１８

の
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
児
童

３１

と
そ
の
母

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
母
子
家

庭
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

老 　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人　
　

６５

７０

対
象

▼
一
人
暮
ら
し
の
人

▼
寝
た
き
り
の
人

▼
高
齢
者
世
帯（　

歳
以
上
の
人

６０

だ
け
の
世
帯
）の
人

▼
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
な
ど

※
新
た
に　

歳
に
な
る
人
は
、
誕

６５

生
月
か
ら
の
適
用
で
す
。
誕
生

月
初
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

　
 
身
体
障
害
者（
児
）･
知
的
障
害

　
 
者（
児
）･
精
神
障
害
者　

対
象

　

歳
未
満
の
人

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※　

歳
以
上　

歳
未
満
で
身
体
障

６５

７５

害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、
４
級

の
一
部
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、

２
級
の
人
は
、
健
康
保
険
の
選

択
に
よ
り
、
福
祉
医
療
（
障
害
）

ま
た
は
重
度
心
身
障
害
老
人
健

康
管
理
事
業
の
ど
ち
ら
か
の
該

当
と
な
り
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
一
部

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
日
の
翌
月
か
ら
適
用
。

※
世
帯
で
の
所
得
制
限
あ
り
。

対
象

　

歳
以
上
の
人

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
長
寿
医
療

６５

７５

（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
加
入
者

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、

４
級
の
一
部
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
２
級
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（　

歳
以
上
の
人
）、身
体

７５

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

重
度
心
身
障
害
老
人

健
康
管
理
事
業

福
祉
医
療

人権シリーズ 子どもたちの安全を守るために
　全国的に子どもが犯罪被害に遭う事件が増え
ています。市でも、不審者情報が多数寄せられ
るなど、子どもの安全が脅かされています。
　こうした状況の中、市では「子ども安全都市」
を宣言し、家庭・学校・地域など市民と社会お
よび行政が一丸となって、安心・安全な学校づ
くりや子どもの居場所づくりを進めています。
　地域のボランティアの人には子どもたちの登
下校時の見守りのために、毎日立ち番をしてい
ただいています。晴れの日だけでなく、雨の日
も雨具を身につけ見守っていただいています。
　そして子どもたちにやさしく声をかけていた
だいています。そうしたやさしい声かけに子ど
もたちも元気にあいさつをします。まさに安心
できる居場所です。
　子どもたちが安心してのびのびと生活できる

社会は、大人にとっても暮らしやすく、生きが
いのある素晴らしい社会と言えるのではないで
しょうか。市では、そんな幸せいっぱいのまち
づくりを目指して子どもたちの安全を守り、一
人ひとりの人権を守っていきます。
福知山市安心安全メール
　市内の不審者・クマ出没情報などをメール発
信でお知らせする情報配信サービスです。下記
メールアドレスに空メールを送信すると登録で
きます。
anshin_touroku@city.
fukuchiyama.kyoto.jp
ＱＲコード対応の携帯電話は、
こちらをご利用ください。　　 →
■学校教育課保健体育係（℡　２４‐７０６３）

障
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障
害
な
ど
の
た
め
に
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
自
宅
な
ど
で
投

票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
便
な
ど
で

送
付
す
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

投
票
の
際
は
、
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
お
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

次
に
該
当
す
る
人

▼
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

い
ず
れ
か
の
障
害
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
い
ず
れ

か
の
障
害
程
度
が
１
級
ま
た
は
３

級▼
免
疫
の
障
害
程
度
が
１
級
か
ら

３
級

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
次

に
該
当
す
る
人

▼
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
い
ず
れ

か
の
障
害
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

で
、
次
に
該
当
す
る
人

▼
要
介
護
状
態
区
分
が
、
要
介
護

５※
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
人
で
、
上
肢
・
視
覚

の
障
害
程
度
が
１
級
・
特
別
項

症
・
第
１
項
症
・
第
２
項
症
の

人
は
、
代
理
記
載
に
よ
る
投
票

も
で
き
ま
す
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
℡　

‐
７
０
３
７
）

２４

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
催

し
へ
市
職
員
な
ど
が
出
向
き
、
制

度
の
説
明
や
講
演
を
し
ま
す
。

講
座
／　

講
座（
下
表
参
照
）

４６

所
要
時
間
／　

分
〜
１
時
間　

分

３０

３０

申
込
期
限
／
原
則
１
カ
月
前

申
込
方
法
／
希
望
講
座
・
開
催
希

望
日
時
を
電
話
ま
た
は
直
接
、
生

涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
４
）

２４

ま
で
。

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

内　　　　容講　座　名
２１世紀にはばたく　北近畿の都　
福知山

福知山市の総合計画につい
て

第４次福知山市行政改革大綱につ
いて

福知山市の行政改革につい
て

市民が主役のまちづくり市民憲章の具現化について

まちづくり活動の事例紹介地域のまちづくり活動の事
例について

文章や原稿の書き方、紙面のレイ
アウト、取材の仕方広報紙の作り方

財政状況について福知山市の財政について

市税の種類とあらまし税金のしくみ

地球温暖化問題と私たちにできる
こと環境問題出張講座

ごみの正しい分け方・出し方ごみ減量とリサイクル

乳幼児の発達、育児、食育、むし
歯予防について乳幼児の子育て事業

糖尿病・高血圧・心臓病・脳卒中・
脂質異常症など生活習慣病予防の
ための講話。希望者には健康相談。

健康づくり事業

夏場や冬場の健康管理についての
講話。希望者には健康相談。季節に応じた健康管理講座

サービスのしくみ、内容、制度案
内などについて障害福祉サービスの概要

趣旨、目的、サービスの内容について介護保険制度の概要

さまざまな人権問題解決に向けた
取り組みについて

共にしあわせを生きるまち
づくりのために

国民年金制度の基礎知識年金制度の概要

国定公園に指定された区域を対象
とした森づくりについて

福知山千年の森づくりにつ
いて

農山村地域のおかれた現状、課題、
展望について

福知山市農山村活性化計画
について

農業の現状と施策について福知山市の農業の概要

商工業の現状と施策について福知山市の商工業の概要

観光振興施策について福知山市の観光ビジョン

福知山市の企業誘致の取り組みと
市の活性化について

福知山市の産業振興につい
て

集落内生活道路の改良計画市道の現状と将来展望

内　　　　容講　座　名

これまでの取り組みと今後の展望まちづくりと都市計画

市内の公園の紹介と整備計画都市公園の現状と将来展望

景観を生かしたまちづくりについて景観まちづくりについて

連続立体交差事業など駅周辺の整
備計画について駅周辺の整備計画

福知山市の土地区画整理について土地区画整理事業について

由良川改修事業について安心安全なまちづくり

国道９号を中心としたネットワー
クについて道路ネットワークづくり

循環型社会と下水道の果たす役割やさしさと自然を結ぶ下水道

会議の流れや議会の役割について議会のしくみ

選挙制度のあらまし選挙制度のしくみ

生涯学習とは？生涯各期に応じた
学習について生涯学習について

３０分程度のビデオを活用し、さま
ざまな人権問題について学習を深
めます。

ビデオを活用した人権学習

市の文化財・文化資料の紹介、史
跡めぐり、歴史解説私たちの文化財、歴史探検

誰でも気軽にできるニュースポー
ツのルール講習と実技ニュースポーツ講座

気軽にできる健康体操健康体操

親としての役割、家庭の果たす役割子育てと家庭教育

図書館の案内と利用方法、図書の探
し方本の探し方講座

幼児向けのお話、エプロンシア
ターや手遊びたのしいお話し会

身近な事故の応急対処法と住宅用
火災警報器の設置促進についてわが家の安心安全講座

心肺蘇生法およびAED取り扱い
と応急手当について応急手当講習会

▲

ガス・水道料金の決め方、使い方▲

大事に使おうライフライン▲

資源を大切に（水、エネルギー）
ライフラインを守るために

都市ガスの歴史、普及率と将来計画都市ガスの現状と将来展望

上水道の歴史、普及率と将来計画上水道の現状と将来展望

選挙
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写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
以
下
住
基
カ
ー
ド
）
は
、
公

的
な
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す
。

▼
市
役
所
窓
口
で
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
交
付
請
求
を
す
る
時

▼
転
入
・
転
出
の
届
け
出
の
時

▼
銀
行
で
口
座
を
新
規
に
開
設
す

る
時
な
ど
。

　

ま
た
、
高
齢
者
な
ど
が
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
場
合
、
代

わ
り
に
本
人
確
認
書
類
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
で

電
子
申
請
や
国
税
の
電
子
申
告
が

で
き
ま
す
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
に
は
別
途
手
数
料
５
０
０
円

が
必
要
で
す
。

 

住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

　

発
行
日
か
ら　

年
間

１０

申
請
で
き
る
人

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

申
請
時
に
必
要
な
も
の

▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
健
康
保
険
証
・
年

金
手
帳
な
ど
の
い
ず
れ
か
）

※
免
許
証
な
ど
写
真
付
き
の
本
人

確
認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
の

人
に
は
、
即
日
交
付
し
ま
す
。

お
持
ち
で
な
い
人
は
郵
送
に
よ

る
本
人
照
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
の
交
付
に
は
数
日
か
か

り
ま
す
。

▼
印
鑑
（
認
印
）

▼
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㌢
×
横

３
・
５
㌢
で
６
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
で
縁
な
し
、
無
背
景
）

▼　

歳
未
満
の
人
は
手
数
料
５
０

７０
０
円

申
請
先
／
市
民
課
窓
口
・
各
支
所

窓
口

※
各
支
所
の
窓
口
で
は
即
日
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
委
任
状
が
あ
れ
ば
代
理
人
申
請

も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
受
け

取
り
は
本
人
に
限
り
ま
す
。

■
市
民
課
窓
口
係

（
℡　

‐
７
０
１
４
）

２４

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
の
被
保
険
者
証
（
以
下
「
保

険
証
」）
と
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
「
限
度

額
認
定
証
」）
を
、
８
月
１
日
に
更

新
し
ま
す
。
今
お
使
い
の
保
険
証
、

限
度
額
認
定
証
は
８
月
１
日
以
後

使
え
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
、
被
保
険
者
全
員
に
郵
送
し
ま

す
。
限
度
額
認
定
証
は
、
現
在
お

持
ち
で
８
月
以
降
も
お
持
ち
い
た

だ
け
る
人
に
郵
送
し
ま
す
。
有
効

期
限
は
い
ず
れ
も
平
成　

年
７
月

２２

　

日
で
す
。

３１
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
長
寿
医
療
制
度
の

２１

保
険
料
決
定

　

決
定
し
た
保
険
料
額
は
、
７
月

上
旬
に
被
保
険
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
支
払
い

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
年

金
か
ら
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

の
人
は
、
今
年
度
か
ら
「
口
座
振

替
（
普
通
徴
収
）」
を
選
択
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
を
希
望
の
人
は
、

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

後
、
高
齢
者
福
祉
課
、
各
支
所
の

窓
口
で
保
険
料
納
付
方
法
選
択
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
本
人

控
え

▼
認
印

▼
被
保
険
者
証

※
７
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
さ

れ
る
と
、　

月
分
の
年
金
か
ら

１０

の
支
払
い
を
中
止
し
、　

月
か

１０

ら
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

※
８
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、　

月
分
以
降
の
年
金
か
ら

１２

の
支
払
い
か
ら
中
止
と
な
り
ま

す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）
ま
た
は
、

２４

各
支
所
窓
口
相
談
係
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

歳
以
上
の
人
は
無
料

７０

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者

証
、限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
更
新

9月の健（検）診のお知らせ
　特定健診、後期高齢者健診、各がん検診などを実施し
ます。健（検）診の内容、費用や対象年齢などは、各保健福
祉センターへお問い合わせください。
●申込期限／おおむね健（検）診日の１カ月前

問い合わせ先会　　　場実施日

東部保健福祉センター
（℡５８‐２０９０）

川合集落センター
（上川合）

午後２日（水）

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

中央保健福祉センター
（北本町ニ区）

午後３日（木）

西部保健福祉センター
（℡３７‐１２３４）

川口地域公民館（野花）午後４日（金）

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

中央保健福祉センター
（北本町二区）

午前
１０日（木）

北部保健福祉センター
（℡５６‐２６２０）

北陵地域公民館（坂浦）午後

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

日新地域公民館（石原）午前
１１日（金）

東部保健福祉センター
（℡５８‐２０９０）

東部保健福祉センター
（千束）

午後

　　　　　■生活交通課交通対策係（℡  ２４‐７０２０）
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障
害
の
あ
る
人
や
介
護
を
行
う

人
、
障
害
の
あ
る
児
童
の
保
護
者

な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
自
立
し
た

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
を
提
供

し
た
り
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
援

助
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
も

（
社
会
福
祉
法
人
み
つ
み
福
祉
会
）

堀
３
４
５
番
地（

℡　

‐
１
２
４
５
）

２３

福
知
山
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
青
空
」

（
社
会
福
祉
法
人
京
都
聴
覚
言
語

障
害
者
福
祉
協
会
）

総
合
福
祉
会
館
内

（
℡　

‐
４
４
３
９
）

２４

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
き
の

と
う 

（
社
会
福
祉
法
人
ふ
く
ち
や
ま
福

祉
会
）

奥
野
部
小
字
三
ノ
宮
２
５
２
番
地

（
℡　

‐
１
４
１
７
）

２４

障
が
い
児
・
者
地
域
・
家
庭
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
て
く
て
く
」

（
社
会
福
祉
法
人
福
知
山
学
園
）

三
和
町
千
束
８
３
２
番
地

（
℡　

‐
３
３
３
６
）

５８

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

　

直
腸
や
ぼ
う
こ
う
の
障
害
で
、

人
工
肛
門
や
人
工
ぼ
う
こ
う
を
つ

け
て
い
る
人
た
ち
が
、
排
泄
物
を

溜
め
る
た
め
の
「
パ
ウ
チ
」
と
い

う
袋
か
ら
排
泄
物
を
容
易
に
処
分

す
る
た
め
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。　　
　

　

市
で
は
、
新
し
い
施
設
を
建
設

す
る
時
な
ど
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
設
置
施
設
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

　

京
都
府
・
中
丹
地
域
の
未
来
に

つ
い
て
自
由
に
語
り
合
う
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日（
日
）

１９

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

と
こ
ろ
／
舞
鶴
市
政
記
念
館

（
舞
鶴
市
北
吸
１
０
３
９
‐
２
）

内
容
／
京
都
府
知
事
・
中
丹
地
域 

の
市
長
・ 
水  
野  
直  
己 
さ
ん
（
市
ド
ッ

み
ず 

の 

な
お 

み

コ
イ
セ
大
使
）な
ど
と
、府
民
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
語
り
合
う
交
流
会

参
加
料
／
無
料

定
員
／
２
０
０
人（
先
着
順
）

※
要
事
前
申
込

　

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
、
京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
企

画
振
興
室
（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
６２

２
０
３
１
）
ま
で
。

相
談
支
援
事
業
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

の
設
置
状
況

7月の肺がん結核検診のお知らせ
事前の申し込みは要りません。直接会場にお越しください。
対象／４０歳以上の市民
費用／無料（たんの検査５００円）
※最後のレントゲン検査から６カ月以上間隔をあけてくだ
さい。

※妊娠中・妊娠の可能性のある人は、受けられません。

問い合わせ受付時間会　　場

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

午前９時３０分～９時４５分大呂公民館（大呂）
２４日
（金）

午前１０時～１０時１５分ＫＴＲ下天津駅（下天津）

午前１０時３０分～１０時４５分波江公会堂（波江）

北部保健福祉センター
（℡５６‐２６２０）

午前９時３０分～９時４０分小原田作業場（小原田）

３０日
（木）

午前９時５５分～１０時５分蓼原公会堂（蓼原）

午前１０時１５分～１０時２５分夏間公会堂（夏間）

午前１０時４０分～１１時南山西部公会堂前（西部）

午前１１時１５分～１１時２５分尾藤奥公民館（尾藤奥）

　人とひと　つないで走る　路線バス　

「
明
日
の
京
都
」ビ
ジ
ョ
ン

府
民
交
流
会　

中
丹

in

オストメイト対応トイレ設置施設（市関係） 
ところ施設名などところ施設名など

西 中 ノ 町厚生会館（１階）内記二丁目総合福祉会館（１階）※

和 久 市 町下水道部厚生棟内記三丁目市民会館（４階）※

上 荒 河下水道部庁舎北本町二区中央保健福祉センター（１階）※

厚 中 町福知山市民病院（１階）和 久 市 町市民体育館（駐車場内）※

猪 崎三段池公園総合体育館（１階）※堀 口人権ふれあいセンター堀会館

長 田 野 町斎場牧環境パーク

野 花川口中学校上 松ほほえみの里

夜久野町下町夜久野ふれあいプラザ寺 尾三和荘※

猪 崎武道館中 央大江町総合会館（１階）※

駅 前 町福知山駅南口公衆トイレ内記三丁目市役所（１階）

オストメイト対応トイレ設置施設（そのほかの施設）
ところ施設名などところ施設名など

篠 尾 新 町
　
南 平 野 町

京都府中丹広域振興局
福知山総合庁舎

京都府立福知山
高等技術専門校

駅 前 町ＪＲ福知山駅（改札内）

駅 前 町ＫＴＲ福知山駅（改札内）

昭 和 新 町中丹勤労者福祉会館（２階）※

※の施設は、「パウチクリーン」という器具を設置しています。 



14H21（2009）．7．1　広報ふくちやま

　

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
築
物

の
倒
壊
な
ど
の
被
害
か
ら
皆
さ
ん

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

　

木
造
住
宅
で
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
も
の
。

①
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の
。

②
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
１
・

０
未
満
で
、改
修
の
結
果
１
・
０
以

上
と
な
る
改
修
を
行
う
も
の
。

③
木
造
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
住
宅
の
用
途
と
し

て
使
用
し
て
い
る
も
の
。

対
象
者　

　

住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者

で
、
本
市
に
納
付
す
べ
き
市
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

必
要
書
類

▼
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補

助
金
交
付
申
請
書

▼
建
築
年
月
の
わ
か
る
書
類

▼
耐
震
診
断
結
果
報
告
書
の
写
し

▼
耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
改
修
工

事
費
見
積
書
（
設
計
事
務
所
お
よ

び
工
事
施
工
会
社
の
記
名
・
押
印

の
あ
る
も
の
）

▼
耐
震
改
修
工
事
の
場
合
は
、
改

修
計
画
書

▼
そ
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

補
助
金
額

　

耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
工
事
に

要
し
た
費
用
を
合
計
し
た
額
の
２

分
の
１
以
内
で
、　

万
円
を
上
限

６０

（
設
計
に
か
か
る
補
助
金
の
限
度

額
は
６
万
円
）

募
集
戸
数
／
３
戸

募
集
期
間
／
８
月
３
日（
月
）〜
９

月　

日（
火
）

１５
※
受
付
先
着
順
と
し
ま
す
が
募
集

戸
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、　
１０

月　

日（
金
）ま
で
募
集
期
間
を

３０
延
長
し
ま
す
。

※
設
計
や
工
事
の
着
手
後
、
設
計

事
務
所
ま
た
は
工
事
施
工
者

（
工
務
店
な
ど
）
と
の
契
約
後

に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
、

補
助
金
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
、
契
約
前
に
建
築
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
建
築
課
に
あ
り
、

電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
建
築
課
建
築
第
一
係

（
℡　

‐
７
０
５
８
） 

２４

　

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

職
業
相
談
員
を
配
置
し
、
求
人

検
索
機
を
用
い
て
、
求
人
情
報
の

提
供
、
職
業
相
談
・
紹
介
や
い
ろ

い
ろ
な
求
職
者
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

開
設
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

と
こ
ろ
／
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北

部
サ
テ
ラ
イ
ト
内
（
篠
尾
新
町
１

‐　
　

エ
ー
ス
ビ
ル
４
階
）

１４
■
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ

ラ
イ
ト　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ

ー
（
℡　

‐
８
６
０
９
）

２４

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

ビンちゃん　前にライ
ターをごみに出すと
きは、どうやって出す
か話してたやん。

カンちゃん　うん。使い
切ってから着火部をつ
ぶして、指定袋には入

れずに「中身の見える袋」に入れるんやろ。
出す日は「燃やさないごみ」の日やったな。

ビンちゃん　そうや。そのままで「燃やさな
いごみ」の袋に入ってたら、収集車の中で
ごみを押し固めるときに、火花が出て、集
められたごみが燃えたりするで危ないん
や。この前、収集中の車から煙が出て、慌
てて水をかけたんやけど、「燃やさないご
み」の袋にライターが入ってたことが原因
みたいなんや。ライターが５６個出てきたで。

カンちゃん　えーっ。５６個も。１個でも危ない

のにね。収集してくれてる作業の人も怖い
やろな。

ビンちゃん　そうや、ライターは「燃やさない
ごみ」の袋には絶対に入れんといてな。そ
れに、スプレー缶やカセットボンベが「燃
やさないごみ」に入ってても、大変なこと
になるで。
カンちゃん　スプレー缶やカセットボンベは
どうするんやったかいな。
ビンちゃん　空き缶の日に、
飲料用の缶とは別の「中
身の見える袋」に入れて
出すんやで。

カンちゃん　了解。
■環境政策室（℡　２２‐１８２７）

　の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■税務課資産税係（℡２４‐７０２５）

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ

イ
ト　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
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ふ
く
ち
や
ま
就
職
フ
ェ
ア

　

福
知
山
雇
用
連
絡
会
議
で
は
、

新
卒
・
中
途
就
職
希
望
者
を
対
象

と
し
た
、
大
規
模
な
就
職
面
接
会

を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
８
月
７
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

 

※
受
け
付
け
は
、
正
午
か
ら

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル

福
知
山（
土
師
）

参
加
企
業
数
／　

社（
予
定
）

５０

就
職
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
フ
ェ
ア
の
活
用
ポ
イ
ン
ト

や
、
就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
き
／
８
月
７
日（
金
）

 

　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル

福
知
山
（
土
師
）

申
込
方
法
／
電
話
で
京
都
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
（
℡　
２２

‐
３
８
１
５
）
ま
た
は
商
工
振
興

課
ま
で
。

■
商
工
振
興
課
産
業
振
興
係

（
℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

ふ
く
ち
や
ま
就
職
フ
ェ
ア

就
職
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　日本では、約１５人に１人が一生に一度はうつ病
にかかるといわれています。働き盛り・高齢者・
産後や更年期の人に加えて、昨今では２０～３０代の
若年層でのうつ病が増加しています。
　このように、うつ病は幅広い年代で起こりうる
病気です。治療を受けずに状態が悪化、自殺に至
るケースも珍しくありません。早期に発見し、早
期の治療に心がけましょう。
「うつ病のサインは？」　失敗などで気持ちが沈
みこむ「うつ状態」が２週間以上続く場合はうつ
病が疑われます。身体症状には、不眠・食欲低
下・下痢・便秘・頭痛・めまい・吐き気・疲労
感・手足のしびれなどがあります。
「注意が必要な人は？」　まじめ・几帳面・責任
感が強い・マイナス思考の人に起こりやすい傾向
があります。女性は産後や更年期という人生の節

目で起こりやすく、これには生活環境の変化によ
るストレスに加えて女性ホルモンの急激な変化
が影響しています。
「うつ病を予防するには？」　一人で抱えずに誰
かに話してみる、疲れたら休養をとる、おいしい
ものを食べる、好きな音
楽を聴くなど普段から
自分自身をいたわることが大切です。
「うつ病の人への接し方は？」
　 叱  咤 激励ではなく静かに見守る、仕事や家事な

しっ た

どを協力する、早めに受診を勧めることが大切で
す。周囲の理解とサポートは大きな支えです。
「どんな治療があるの？」　まず休養をとり心身
の疲れをとること。そして「抗うつ薬」を使った
治療に、「カウンセリング」などの精神療法も併
用します。受診は精神科・神経科・精神神経科・
心療内科などです。焦らず医師の指示に従い、回
復するまで治療を続けましょう。
■健康推進室（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

　暑い季節、食中毒は家庭からも発生します。予防するため
の３原則は、「細菌を付けない・増やさない・やっつける」で
す。家庭でできる次の６項目をチェックし、食中毒を予防し
ましょう。
１. 食品購入時
●新鮮な食品を選び、品質や期限表示を確認。
●生鮮食品、冷蔵食品などは早く持ち帰る。
２. 保存
●冷蔵・冷凍食品は食品ごとに適温で。
●詰め込みすぎない。●早めに使いきる。
３. 下準備
●まな板など調理器具・台所回りを清潔に。
●野菜はよく洗う。
４. 調理
●火を通す料理は全体に、十分加熱する。
●途中で火を止めない。
５. 食事
●手洗いはまめに。
●清潔な器具・食器で。
●調理後は早く食べる。
６. 残った食品
●小分けにして冷蔵・冷凍保存。
●温め直しは十分な加熱で。
●時間が経ちすぎたものは食べない。
食中毒に関する相談窓口を設けています。
■健康危機管理対策会議
　（健康推進室内　℡２３ - ２７８８）

７月３１日（金）は、国民健康保険料・介護保険料（普通徴収分）・固定資産税・都市計画税いずれも第２期分　
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皆さんに親しまれ、魅力ある山を「親名山１０選」として選び、 
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

鬼
ケ
城
は
、
す
ぐ
隣
の
烏
ケ

岳
と
共
に
、
福
知
山
で
は
人
気

の
あ
る
親
し
ま
れ
て
き
た
山
で

す
。
実
に
多
く
の
小
・
中
学
校

や
高
校
の
校
歌
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
ふ
る
さ
と
の

山
な
の
で
す
。

　

高
さ
は
５
４
４
㍍
。
そ
う
高

く
は
な
い
の
で
す
が
、
盆
地
の

中
に
そ
び
え
、
山
容
が
美
し
い
。

そ
れ
に
登
り
や
す
い
。
山
と
し

て
の
好
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

鬼
ケ
城
の
由
来
は
、
福
知
山

城
の
鬼
門
（
北
東
）
に
あ
っ
た

か
ら
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、

「
庵
我
村
誌
」
に
は
、
鎌
倉
時

代
の
終
わ
り
ご
ろ
、 
荻  
野  
尾  
張 

お
ぎ 

の 

お 

わ
り

 
守  
重  
長 
が
、
こ
の
山
頂
に
築
城

の
か
み 
し
げ 
な
が

し
た
と
き
、
大
江
山
と
向
き

合
っ
て
い
た
の
で
鬼
ケ
城
と
名

づ
け
た
の
が
始
ま
り
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
く
は 
赫  
土  
山 
と

あ
か 
つ
ち 
や
ま

言
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

登
山
コ
ー
ス
は
、
三
段
池
公

園
を
過
ぎ
、 
醍  
醐  
寺 
（ 
足  
利  
尊 

だ
い 

ご 

じ 

あ
し 
か
が 
た
か

 
氏 
が 
後  
醍  
醐  
天  
皇 
の
菩
提
を
弔

う
じ 

ご 

だ
い 

ご 

て
ん 
の
う

う
た
め
創
建
し
た
と
伝
え
る
名

刹
）か
ら
登
る
コ
ー
ス（
現
在
は
、

登
山
困
難
）

と
、
大
江
町

側
の 
室  
尾  
谷 

む
ろ 

お 

だ
に

の
観
音
寺
か

ら
登
る
コ
ー
ス
と
が
あ
り
ま
す

が
、
昔
は
、
こ
の
コ
ー
ス
途
中

を
結
ぶ
鬼
ケ
城
峠
を
往
来
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
頂
は
平
坦
な
台
状
で
、
あ

ず
ま
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
実
に
素
晴

ら
し
く
、
ま
る
で
箱
庭
の
よ
う

に
、
福
知
山
盆
地
が
眼
下
に
広

が
り
ま
す
。 
弥  
仙  
山 
か
ら
青
葉

み 

せ
ん 
や
ま

山
、
大
江
山
、
三
岳
山
、
鹿
倉

山
、
多
紀
ア
ル
プ
ス
、
長
老
ケ

岳
、
丹
波
の
山
々
が
連
な
り
、

丹
波
が
山
と
盆
地
の
国
で
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

山
頂
を
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ

に
か
つ
て
の
山
城
の
名
残
り
ら

し
き
石
垣
が
散
在
し
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
、

こ
こ
に
山

城
が
築
か

れ
、
戦
乱
に

巻
き
込
ま

れ
た
の
で

し
ょ
う
。「
つ

わ
も
の
ど

も
の
夢
の

あ
と
」
の
古

戦
場
で
も

あ
る
の
で

す
。
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烏ヶ岳 
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鬼ヶ城 

　「上豊富そば　えぼし会」は、平成１４年に始ま
り、現在会員は３０人。
　会は、地元、地域が元気になることを目的に活
動しています。
　会の発足当時は、そばが「打てるようになる」
ことを目標に、近隣の体験教室に行ったり、そば
作りを習ったりするのがおもな活動でした。現在
では、地域のイベントはもとより、福祉施設での
ボランティア活動、手打ちそばの体験出前、地元
小学校と連携した種まきからそば打ちまでの指導
など工夫してさまざまな取り組みをすることで会
も存続し、ますます活躍の場を広げています。
　そばも好評ですが、こんにゃく、そばかりんと
うも人気商品。こんにゃくは、そばの茎を燃やし
て 灰  汁 からにがりを取る方法をとっているので、

あ く

茎まで無駄なく、しかも薬を使わないので、さし
みで食べられます。
　また、日持ちしないため、地域の行事でしか手
に入らない、そばようかん、そばまんじゅうは、密かなヒット商品です。
　地産地消をモットーに、「そば」で、ますます地域を元気にしていきます。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

上豊富そば　えぼし会 
やす ぎ 

　　鬼ヶ城山頂
↓

大大江江町町公公庄庄よよりり撮撮影影


